
で
個
人
負
担
は
３
０
０
０
円
。

改
修
は
１
件
あ
た
り
60
万
円
の

補
助
で
あ
る
。

　

環
境
基
本
計
画
で
温
室
効

果
ガ
ス
26
％
削
減
を
目
標
と
し

て
い
る
が
、
国
で
も
25
％
削
減

が
困
難
と
さ
れ
て
い
る
状
況

で
、
計
画
達
成
の
見
込
み
は
あ

る
の
か
。

　

国
も
正
式
に
見
直
し
を
し

た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
現
時

点
で
は
目
標
の
達
成
に
向
け
努

力
し
た
い
。

　

八
木
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
駐
車
場
整
備
の
見
通
し

は
。

　

職
員
や
利
用
者
の
駐
車
車

両
が
増
え
、
駐
車
場
整
備
が
課

題
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
た
び
、

近
隣
土
地
を
借
り
上
げ
て
整
備

す
る
こ
と
と
し
た
。

面
積
は
１
８
９
０
㎡
で
、
今

後
、
調
査
設
計
を
実
施
し
、
９

月
に
は
工
事
請
負
費
を
提
案
し

て
年
度
内
の
完
成
を
目
指
す
。

　

省
エ
ネ
・
グ
リ
ー
ン
化
事

業
で
４
号
庁
舎
に
太
陽
光
発
電

パ
ネ
ル
を
設
置
す
る
と
の
こ
と

だ
が
、
地
元
業
者
で
受
注
で
き

る
内
容
か
。
ま
た
、
個
人
へ
の

補
助
金
復
活
の
考
え
は
。

　

４
号
庁
舎
の
改
修
が
遅
れ

て
い
る
が
、
現
時
点
で
の
予
定

は
７
月
に
入
札
、
工
期
を
８
月

～
11
月
と
し
、
12
月
に
引
越
し

の
予
定
。

工
事
内
容
は
電
気
工
事
で

あ
り
、
市
内
業
者
も
受
注
可
能

と
考
え
る
。

個
人
へ
の
太
陽
光
関
連
補

助
制
度
は
、
国
や
府
の
動
き
を

見
て
い
く
こ
と
と
す
る
が
、
現

時
点
で
は
復
活
の
考
え
は
な

い
。　

６
月
の
補
正
予
算

６
月
の
補
正
予
算

被災地で事務支援を行う市職員

　

被
災
地
支
援
の
た
め
職
員

を
派
遣
し
て
い
る
が
、
旅
費
面

で
配
慮
し
て
い
る
の
か
。

　

割
増
は
せ
ず
、
普
通
旅
費

で
対
応
し
て
い
る
。　

　

福
島
原
発
事
故
で
は
40
㎞

離
れ
た
地
域
で
も
高
濃
度
の
放

射
線
が
検
知
さ
れ
た
。
地
域
防

災
計
画
策
定
は
、
府
が
防
災
対

策
を
重
点
的
に
充
実
す
べ
き
地

域
の
範
囲
（
Ｅ
Ｐ
Ｚ
）
を
20
㎞

に
拡
大
し
た
か
ら
で
は
な
く
、

現
状
を
認
識
し
て
策
定
す
る
必

要
が
あ
る
。
担
当
課
で
議
論
は

さ
れ
た
の
か
。

　

市
民
の
安
心
・
安
全
が
第

一
と
考
え
防
災
計
画
の
見
直
し

作
業
に
入
る
。
内
部
議
論
も

行
っ
て
お
り
、
府
と
協
議
し
て

い
る
最
中
で
あ
る
。
京
丹
波
町

や
福
井
県
お
お
い
町
と
も
連
携

し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

　

今
回
の
防
災
計
画
見
直
し

で
は
、
震
度
の
見
直
し
は
し
な

今
回
の
補
正
で
は
、
当
面
２
割

程
度
の
予
算
確
保
の
た
め
、
緊

急
性
の
高
い
と
こ
ろ
か
ら
優
先

し
て
対
応
す
る
と
の
国
の
方
針

で
あ
る
が
、
最
終
的
に
は
要
望

の
あ
っ
た
集
落
へ
の
採
択
を
目

指
し
た
い
。

　

５
月
の
大
雨
に
よ
る
用
水

路
の
小
規
模
災
害
対
応
は
。

　

応
急
工
事
、
本
工
事
を
合

わ
せ
て
60
万
円
以
下
の
小
災
害

は
国
の
補
助
対
象
と
な
ら
な
い

た
め
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
交
付
金
、
農
地
・
水
・
環
境

保
全
交
付
金
を
活
用
し
て
、
ま

ず
集
落
で
出
来
る
範
囲
で
対
応

い
た
だ
き
、
無
理
な
場
合
は
単

費
の
土
地
改
良
補
助
事
業
を
活

用
し
て
も
ら
え
れ
ば
と
考
え
て

い
る
。

　

都
市
計
画
街
路
事
業
の
八

木
環
状
線
補
償
金
の
内
容
は
。

　

用
地
買
収
に
伴
う
残
地
補

償
分
で
あ
る
。

　

河
川
改
修
維
持
費
４
４
３

万
円
は
美
山
町
の
河
川
分
と
の

こ
と
だ
が
、
他
の
３
町
と
の
違

い
は
。

　

美
山
町
内
で
は
こ
れ
ま

で
、
府
と
地
域
組
織
で
直
接
契

約
し
て
い
た
が
、
今
年
度
か
ら

は
３
町
と
合
わ
せ
て
市
が
契
約

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

住
宅
耐
震
化
事
業
の
22
年

度
実
績
と
現
状
は
。

　

10
件
診
断
し
改
修
は
１

件
。
今
年
度
は
す
で
に
５
件
の

診
断
を
行
っ
て
お
り
、
１
件
に

つ
き
４
万
８
０
０
０
円
の
補
助

各
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

い
の
か
。

　

見
直
し
の
対
象
は
「
原
子

力
発
電
所
防
災
対
策
編
」
で
あ

り
、
震
災
対
策
編
は
現
在
の
防

災
計
画
を
適
用
す
る
の
で
見
直

し
は
し
な
い
。

　

防
災
計
画
で
避
難
所
と

な
っ
て
い
る
公
共
施
設
の
中

で
、
土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ

く
特
別
警
戒
区
域
内
に
入
っ
て

い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
避
難
所

の
見
直
し
を
す
べ
き
で
は
。

　

現
在
調
査
中
で
、
集
落
す

べ
て
が
危
険
地
域
と
い
う
所
も

あ
り
、
大
き
な
課
題
と
し
て
認

識
し
て
い
る
。
公
共
施
設
の
見

直
し
に
つ
い
て
今
後
、
地
域
と

相
談
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

　

新
た
に
向
上
活
動
支
援
交

付
金
制
度
が
５
年
間
実
施
さ
れ

る
と
の
こ
と
だ
が
、
要
望
状
況

は
。

　

市
内
１
０
７
集
落
の
う
ち

50
集
落
か
ら
申
請
が
あ
っ
た
。

５月の大雨による災害（美山地内）
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23年度各会計補正予算の状況
会　計　名 補正前の額 補　正　額 現在額 概　　　要

一般会計 ２１１億６５００万円 １億１８８２万円 ２１２億８３８２万円 補正第１号

土地取得事業

特別会計
２億３０１０万円 １７３１万円 ２億４７４１万円

補正第１号
土地開発基金繰入

金など

一般会計補正予算（第１号）の概要

6
月
定
例
会

歳入の概要

●分担金及び負担金……

●府支出金…………

　

●財産収入…………

　

●寄附金…………………

　

●繰入金……………

　

●諸収入…………………

　

歳出の概要

土地改良施設維持管理適正化事業分担金

省エネ・グリーン化推進地域エコ活動支援事業補助金など

市有土地建物売払収入など

都市公園事業指定寄附金

財政調整基金繰入金など

土地改良施設維持管理適正化事業交付金など　　

平成台分譲地売払いに伴うまちづくり整備基金積立金など

地域包括ケア総合交付金事業補助金や東日本大震災被災地支援事業
（いずれも新規）など

公共施設に太陽光発電設備を設ける省エネ・グリーン化推進地域エコ
活動支援事業（新規）など

農地・水・環境保全向上活動支援負担金など

京都府新光悦村宅盤等維持管理委託料

道路新設改良事業など

府の防災計画見直しを受けての地域防災計画策定委託料（新規）

５月１１日からの大雨による被害の単独復旧費

９万円減額

３１７１万円追加

　

１５０５万円追加

　

９８万円追加

　

７０７５万円追加

　

４０万円追加

　

●総務費……………

●民生費……………

●衛生費……………

●農林水産業費………

●商工費………………

●土木費……………

●消防費………………

●災害復旧費…………

２６０２万円追加

４１０３万円追加

２４４７万円追加

７０５万円追加

２５０万円減額

１６４２万円追加

４３２万円追加

２００万円追加

総
務
常
任
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

６
月
定
例
会
は
３
日
か
ら
28
日

ま
で
の
会
期
26
日
間
で
開
か
れ
ま

し
た
。

今
議
会
に
は
、
予
算
関
係
で
は
、

22
年
度
の
一
般
会
計
と
下
水
道
事

業
な
ど
３
特
別
会
計
の
補
正
予
算

専
決
処
分
の
承
認
や
、
23
年
度
の

一
般
会
計
と
土
地
取
得
事
業
特
別

会
計
の
補
正
予
算
が
、
ま
た
、
条

例
関
係
で
は
、
税
条
例
な
ど
３
件

の
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
が
提
案

さ
れ
、
16
日
か
ら
20
日
に
か
け
て

開
か
れ
た
各
常
任
委
員
会
で
具
体

的
に
審
議
し
た
の
ち
、
最
終
日
の

28
日
の
本
会
議
で
、
い
ず
れ
も
原

案
ど
お
り
承
認
・
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
、
10
、
13
、
14
日

の
３
日
間
で
行
わ
れ
、
13
人
の
議

員
が
質
問
に
立
ち
、
市
政
を
質
し

ま
し
た
。

23年度各会計補正予算
産
業
建
設
常
任
委
員
会

可決全員
賛成

（注）金額は千円以下切り捨てで万円止め。




